
ビルマの米穀経済と農産物販売庁
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I 輸出経済としてのビルマの米穀経済

ビルマの経済は戦前はもちろん戦後の現在の姿

においてもいわゆる 「愉出経済」 (exportec.:onomy) 

という観点からとらえることができょう。 「輸出

経済」はもっとも常識的に解釈すれば少数の第 1

次生産物の生鹿および輸出にかたよった経済とい

うことであるから， ビルマの経済が輔出経済であ

るか否かはこの国の輸出品の構成比を検討すれば

おのずから明らかになるはずである。第 1表がそ

れであるが． 戦前の1937~41年平均では総輸出額

の46％が米， 21％が石油， 11％が金屈鉱石（合わ

せて鉱産物が32%), 6％がチークであった。すな

わち戦前のビルマ経済は米と鉱産物とチークにか

第 1表 楡出の品目別構成の推移（価額による） （％） 

品目閏誓砂五54--55-l1958-5-9|19涵ぷi1960も1
----・ 一 •-- ．．．．_ _ ＿ •一ー・＿＿ 

米 46.2I 75.7 I 72.3 I 70.9 I 66.5 
その他
農産物 3.6 I 11.9 I 10.1 I 15.8 I 18.1 

チ ー ク 5. 9 I 2. 3 I 6.4 I *7. 5 I *9. 3 
石油 20.7
金属鉱石 11.3 I 5.1 I 4.1 I 3.4 I 3.5 
その他 12. 3 I 5. o I 1. 1 I 2. 5 I 2. 1 
計 | 100 0 | 100 o]］盃o| 100]-l-1-OOり一
（注） ＊印はチークのほか硬材を含む。
（出所） 1958-59年までは Union Bank of Burmμ 
Bulletin, 3rd Quarter, 1959, p. 99. 1959-60年以

後は EconomicSurvey of Burma, 1962, p. 48. 

かわる輸出経済であった， あるいは米，鉱産物，

およびチークそれぞれの輸出経済の複合された経

済であった， といってよいであろう。それらの中

では米の経済は特別に重要であった。戦後になる

と， 石油の輸出は皆無となり，そのほかの鉱産物

の輸出は著減し， チークの輸出もまた減少した。

したがって米の輸出は数燈的には相当に減少した

（戦前最盛時の平均350万ト ンから150~200万トンヘ）

にもかかわらず， 総輸出額に占める比率は70％前

後に商まった。その結果，戦後のビルマ経済は，

その全体が米の輸出経済であると見なしても大過

ないほどに，米依存的となっている。以下，われ

われはこのように過去現在を通じてビルマの最大

の輸出il対品たる米を取り 上げて輸出経済の問類を

考えていこう。

ビルマの米穀経済はいわゆる愉出経済の一つの

典型的な形態を示すものである。 16世紀以後のヨ

ーロッパ人の世界進出によって今日の後進地域な

いし低開発地域の各処に形成された第 1次生産物

の輸出経済は鉱産物i愉出咽と股産物幡出型の二つ

に区分されるが， 後者はさらにプランテ ーション

型と小股民生産型に 2分するこ とがでぎる。 一般

に農産物の輸出経済は， 茶， コーヒー，砂糖， ゴ

ムなどの場合のように大部分はブランテーション

型である。 これに対してインドシナ半島各河のデ

ルタに形成された米の輸出経済はめずらしく小股

民生産型である。 これだけ大規模な小農民生産那

の輸出経済は他の地域にはみられない。 しかも，

これら諸国の中では， イラワジ， シッタン両河の

デルタを連ねた広大な地域に形成されたビルマの

米穀経済が最たるものである（クリスチャンによれ

ば1930年から40年までの10年問におけるビルマ，クイ，
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フランス領ィンドシナの平均米呻裔出昂は合；；16:lO万トン，

うわビルマが350万トンであった）（itI)。われわれはこ

こにビルマの米穀経済の特殊性を見いだすことが

できる。また， かかる、窟味でそれは輸出経済の一

つの[II！邸的な形態を小して＼ヽるわけである。

ところで 「輸出経済の間凶」が特に注目される

ようになっ たのは， 191.It紀籾国際貿易がはた 1て

後迎諸国にとってfi利であったか不利であったか

の間題をめぐっ て古叫派の貿易郎論の後進ITilへの

適用可能性が論ノhの対象になってかちである。 こ

の論侑における古典派即論の弁設者の代表はヴァ

イナーであり， 批判者の代表はミュルダールであ

った (ir2)。この場合，古典旅貿易珂論はもっばら

比較It廂費坪論を忍昧した。 そして，この坪論の

前提と なっているいくつかの仮定が後進同に笈‘'1

するかど うかが論争されたのである(il.3)。

輸出経済に閃しては断片的には多く の文献にお

いて論及されているが， それのI•Iこ：成発殷および戦

後の変貌を包括的に取り扱った文献としては レー

ウィンのそれが1什I:・ •であ る (t1 4)。かれの研究は ．

般的な叙述のほか生成発展期に1月してはペルーの

グアノ経済， 戦後の変脱期に関してはビルマの米

役経済のケース・スタディ を含んでいるが， この第

2 o)ケース ・スタディがオ刈l．わjl,0)研究に非常に

参名になる。しかし銭念ながら，レーヴィンの研究

はill!，倫的分析に弱いという弱点をそなえている。

輸出経済に1対する叫倫的研究はむしろラ・ミント

の諸論文に求むべきである(il.5)。

惰者はラ ・ミントおよびレーヴィンの研究を参

考にして， いわゆる「輸出経済」をつぎのように

即解すべきではないかと考える。

(1) 第 1次I杓哨物のいわゆる「輸出経済」は 16

"［紀以後のヨ ーロ ッパ人の1廿界進出によって後進

地域ないし低間発地域の各所に牛みだされた1胚史

硯象としての—•つの絆済のJl,！l である。

(2) かかる競味の輸出経済は人口希苅または皆

無の地域に地域外から労働， 資本その他の生産諸

要因を持ち込んで急速に開発されたものである。

すなわち天然資源のすべてを含む広義の上地のみ

が非移動的で， 他の諸疫囚はすべて国際的ないし

地域的移動性を発揮 した。 またii喩出経済の発展は

非可逆的な動態的プロ セスであり， しかもこのプ

ロセスは低開発経済が先進経済に成長するまでの

過渡期の現象とみなすことはできない。 したがっ

て， 比較It痒費理論の前提とするIl祁侑諸要因の国

際的非移動性の仮定および静態的適応の仮定が成

悦しない以上 （完全雇用，完全市場および収穫不変な

どに関する諸仮定は別としても）， このI咀論は後進 国

には安当しないと考えるべきである。 したがって

また， 輸出経済の立＇．地はもっと も移動性に乏しい

生産要因にり1きずられる という国内祁業のゞ！：地と

同一原則に従うと考えるべきである。

(3) いったん成＼T.した輸出経済においては， 内

国I.1:P．信要因と外「蘭l_tj2信要因とが併存し， これら二

つのカテゴリーの間の結合や反発， 所得配分の公

平・不公平あるいは所得の国外流出などの複雑な

問題を発lj=:せ しめる。 Iti平要因の内国的か外1月的

ヵヽ0)諮餓けりにこ1よ， レーヴィンに従って， それぞれ，の

生産炭因に帰屈する所得が 1li外に送金されるか1:l¥l

内で支出されるかを ・— ·応の メ ルク マ ールとし てよ

いであろう。 ところで，lt廂汲因におけるこの二

つのカテゴリーは翰出経済を支える社会の二雷的

または複合的構造を反映するものと名えなければ

ならない。一般に輸出経済は同時に二市経済 (dual

economy)または複合経済 (pluraleconomy)でもあ

るほ 3)。輸出経済の複合経済的特徴をより謹：しく

みるためには 外国Iti）i：要因の所有者を ヨーロ ッパ

人と巣祥外国人とに分け， また内国II-：廂要因の所
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有者を人種的・階級的に区分することが必疫にな

ろう。レーヴィンの奢｛多輸入者階級の存在の折摘

もこのような試みの一つと解釈される。

(4) 輸出経済は一般に内外の要因に限づき， は

なはだ脆弱，不安定な経済たることを特徴とする。

外的要因とはいうまでもなく，それの生廂， 輸出

する第 1次生産物が，鉱産物であれ農廂物であれ，

はげしい枇界市況の変動にさらされていることで

ある。内的要因とは少数輸出府品の生商に極度に

特化した結果， 他の愉出商品や国内向府晶の生廂

に容易に転換しえないことである。

さて， ふたたびビルマにもどってこの国の米の

輸出経済のおもな特徴をふりかえっておこう。そ

れは 19世紀の半ば，なかんずくスエズ連河の開通

(1869年）以後，イギリス人の手によって，下ビル

マの広大なほとんど無人の流野を開拓することに

よって急速に形成されたものである。その最大の

特徴はすでに言及したように小股民生廂JJ性の輸：廿

経済たることであるが， このことは副次的に以下

のような諸持徴をともなった。まず第 1は，米作

の発展は旧来の農法をそのままにした作付面禎0)

外延的拡大によってもたらされたものであって，

プランテーションの場合のような栽培技術上また

は経営技術上の進歩がほとんどみられなかったこ

とである。第 2は， このような関係から生産過程

そのものには多額の資本や高度の人間能力を必要

とせず， したがって， ョーロッパの資本や企業者

職能， 管理能力はほとんど生産而には投下されな

いで， 主として社会的間接資本の形成や流通機構

の確立に向けられたことである。第 3は，輸出商

品たる米は同時に国内需要品でもあり， ここに他

の原料農産物や鉱産物の輸出経済にあまりみられ

なぃ複雑さがあることである。

つぎに， ビルマの米の輸出経済の第 2の特徴は

4 

それを文える複合社公の特徴に見いだされる。さ

き(―-1オ及したように， 米のI|;．祈応過程にはヨーロッ

ハ人0)資本と能力はほとんど動員さ1しなかったQ

労側J布提供したのは 1_：ビルマからの移住民とイン

ドからの季節労働者である。資本は部分的には農

民白身の町貨したものが動貝されたが， 最大の供

給者はインド人金貸し階級であって， これがのち

にビルマの巨大な不在地主階級となった。他方，籾

の集府・精白過程， 輸出貿易の一部および農家）｛｛Ii

入晶の流通過程にはインド人および巾国人が進出

し， ヨーロッパ人は大精米I．．場と輸出貿易を掌捏

した。かくして，戦前における叫籾的な複合社会

が形成されたわけである。なお，レーヴィンのいう

奢｛多輸入者階級はもしそれが存在したとすれば，

インド人および「ド国人0)•部の者であったろう。

ビルマの米の輸出経済の第 3の特徴はそれの輸

出入関係を通じてみられたイギリスおよびインド

への「二渭叡り従属閃係」である。 ビルマの戦前・

戦後の貿易構造については矢内原勝助教授の，罪し

い分析がある (il7）。これによると，戦前にビルマ

は輸出0)60％をインドに， 10％をイギリス本国に

愉出し，輸入の 50％をインドから， 20％をイギリ

ス本国から輸入していた。 インドヘの輸出の40%

は米で，そのほか木材， 石油がおもであった。ィ

ンドからの輸入は綿製品， 鉄鋼，石炭など， イギ

リスからの翰人は機械類が多かった。 このような

貿易構造は独立後は大きく変化してしまったが，

これは上記の二重の従属闊係の泊算を認味するも

のの，祈しい困難を羽人したものであった（インド

への依存度は低下し，米の輸廿」先はインド以外のアジア

諮国に，資本財の輪入先はヨーロ yバ諸国に変わった）。

（注 1) J. L. Christian, Modern Burma: A Survey 

of Its Political and Economic Development, 1942.太‘l7.

洋問題調森会訳，『現代ビルマの令貌』， 154ページ。

（注2) J. Viner, I几ternationalTrade and Economic 



Development, Oxford, 195:1. C. Myrdal, An I.z.'crna・ 余剰’|：1裟能力のイ（在を否定す る完全1(I・:J11の仮定は成立

tional Economy: Problems and Prospects, London, しない。

1956, 2nd Press, 1959. （口） 後進諸1割が貿易開始にあた って余剰生産力をも

(i:I:. 3） 大阪大学の渡辺教授は古典派の貿易罪倫に合 っていたことの強調。 第 1諭文ては特に天然資原

まれた 1奴定として つぎのものを夕lj ~ しておられる（渡辺 （土地，鉱物資源， 森林資(IJ;i)の存在を強調したが，

太郎，「古典派の貿具理諭は妥当しないか」，『アジア経 アダム ・スミスの 「余剰 のはけ口」狸論 ("vent-for-

済』， 4巻 3号， 1963年， 2ページ）。 surplus" theory)の復活を試みた第 2諭文においては

（イ） 貸源の移動性に関する仮定ー一資i原は凪1)..]では それに加えて under-employedlabourゃ若干の農民

完全な移動性をもっているが， しかしliil境をこえては 袷被の存在を強調している。すなわち，鉱業開発やプ

移動しない。 ラソテーショ‘ノの場合は別とし て，小農民セクク ーで

（口） 、＇臼令 1(f;）11()）似定一ー資曲は価柘の変動を追じて は厨外か らの労働））および資本の流人が少なか ったこ

つねに完全1(｛i川の状態に維枯 される。 とを強調して，熔 l諭文と微妙な主張の食い進いをみ

（，｝ 完全競争の仮定 商品につし、ては，国内収り1 せている。

においても国際取引においても完全競争が支配する。 （Iう 輸出経済発展後におけ る内胆！生産要囚 (dome-

仁） 収穫に関す る仮定一—ー規殴に対しては収穫は不 stic facto.rs of production)と外国牛胤を要困 (foreign-)

魔そして限界!I噸．i祖）］が辿増することはなし ‘o (/） fJt .（•f 関係の指摘。 一―-1 9111：紀邸貿易は後巡括！に利益

困 i（Ji態の仮定 資袖；！の拮：は一-定，技術および嗜 をもたらしたが，その利益の内，外両要因間の配分

好は不変とする。 関係が不公平であったために経済発1J、とが1阻害される結

Ci:!.: 4) Jonathan V. Levin, 1 he Export Eじonomies;・ 呆となったと名える。

Their Pattern of Develo/1me叫切 His/oricalPirspecti- （二） 輸出経済の「脆弱性」 (vulnerability)ならびに

ve, Harvard University Press, 1960. 「輸出偏向」 (exportbias)の間題に対する 見解。＿

（社：5) I―Ila Myint, "The Cains from ln!ernationa1 経済のIll&卵） ¥|•は翰 出牛産から尉内印約こ 1|!t． ，4災しえ なし、

Trade and Backward Countries," Review of Economic ために発牛するが，それだか らといって，輸II'，生産を

Studies, Vol. XXII (2), 1954-55,—— ,“The •Classical 否定することは娯りである。翰出生産が余剰I|．謡能力

Theory'of International Trade and the Unclercleve- を動員して「1屹JIII))かからない」利益をもたらすもの

loped Countries," Economic Journal, June 1958, pp. であるかぎり，輸出偏向の議論はなりたたない。ちな

,ll7-37. みに， ラ ・ミ、ントは国際的には自巾貿易，国内的には

ラ ・ミン 1、(})杓えはつぎ(/)4 Jl'i | Iに波約することかて 1ぶl家による統制を支札する。

きる。 なお， レーヴィンは比較生産費理諭が輸出経済に妥当

（イ） 比較II褪'(it翌11識は その古典的な）I多において も， しないJl」J.由として，土地と鉱物資源のほかの生gitf消要因

またオーリンに よって洗練 された）診においても後迎国 が国際的に流動的である こと を指摘したたけで，それ以

には妥当しない，とい う」砂iく。-妥当しない狸由は 上の刑諭的分析は加えていない。しかし，生産諸要困を内

もちろん この成の前提となっている もろもろ(/)仮定が 国要因と外国要因に区分したほかに奢｛多翰入者 (luxury

後辿国の場合に成立しないからであるが，かれは牡に importers)という社会的カ テゴ リーを禅入したことが注

つぎの三つの条件を学げる。 [lされる。生産要因が内固的か外国的かを識別するため

(a) 欲塑，資節，技術を一定とし，資柳配分が可逆 0)メルクマールは，かれにおいては，国内での生産活製

的なプロセスであるとする浄態の仮定が成立しない。 からえられた所得を国内で支出するか（翰入品に対する

実際の経済発IJしは新しい欲望と資源を生み出し，技術 支出をも含めて），国外に送金するかの迎いである。 奢

晶新をと もなうもので， ;Jj.・,i［逆的な プロセスであ る。 ｛多輸入者とは，その所得をおもに輸入品か ら構成さ れる

(h) ':}羞要囚の国内における完全な移動性，ならひ 俗俊品の購入のために支出する階級である（したがって

に国際的な非動性の仮定，なかんずく後者の仮定は成 国内生産要因の所有者ではある）。

立しない。 （注 6) 二霜経済や複合経済ないし社会については広

(c) 生産および消費の弾力性ないし仲縮性を前提し く紹介されているので説明するまで もない。つぎの二つ
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の文献をあげておこう。深沢八郎， 「二.琳経済と複合社

会」，『設業総合研究』， 2務 4号，昭和23年10月1-IJ, l~ 

42ページ。 板垣与ー，「経済的後進性と経済発展理論の

課題」，国際経済学会編， 『遥際経済』，第 7号，1955II,

62~76ベージ。

（注7) 矢内原勝，「ビルマの貿易構迩の特質と変化」，

アジア経済研究所調森研究報告双礼l第 14集 『ピルマの経

済開発』，昭和36年—fl], 310~410ペ ー ジ。「二 • (/） 従属杖· I

係」と いう表現は同氏による（同，翡336ページ）。

II 農産物販売庁の登場とその歴史的意味

ビルマの米投経済は戦1j1•戦後の激動期を経て

様相を一変 した。 対外的にはイギリ スからの＇泣令

独立およびイギリス述邦と の間の経済的紐,:・:}の弱

化（なかんずくイン ド に対す る依{f•関係の低下）， 対内

的には土地および菫幽光業の国有化， 流通機構0)

ビルマ化， 数次にわたる経済・社会開発計囮liO)¥，f. 

案実施などがこのような変貌をもたらしたおもな

要因であっ た。 米穀経済のこの変紛過程において

固立戯産物販売庁 (Stale Agriじultural Marketmg 

Board; SAMB)の果たした役割は非常に巫淡であ

った。

SAMBはイギリスの戦後統治時代からり1き継い

だも のである。 もともと MarketingBoard と称

する機関は戦時中にイギリスが， ）臨林1崖物の集ィ悔

・輸出を容助にしかつ／）~（住凶の所得安定を図るた

めに， その属領の各地に設磁した独山機1久」の伝統

を継承するものであって， ビルマのほか1世アフリ

カのガーナ， ナイジェリ ア， シェラ ・レオーネ，

ガンビアの 4囚にみ られるは8)。 ビルマには 1946

年に設磁されたSAMBO)ほかに，独立直後の1948

年にい くつかの外国系木材会社を接牧して 設ii''｛さ

れた 1＿乱立：木材庁 (StilteTimber !3ourcl : STB)があ

る。

SAMBの前身は遠く太平洋戦争開始時にま でさ

かのぼる。 すなわち， 当時の ビルマ植民地政府は
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1941什：l2)1の間戦と 1|IJ時に籾， 米お よび米副I)信物

の輸出を統制卜に閥くために RiceControl Board 

を設娯 した (RiceOrdinance ~O, Dec. f), 1941―-i,j: :r, 
これに先立叫司年ll)月には ColtonControl Boardが設

樅 さ 」していたー―•)（I・1 9)。 しか しこ の機関は 1942什．

:i J J(/） | 1本の ビルマ 占悔'lによっては とんど盾動せ

ずに終わったo 11本の敗退後ビルマに復甜した柏

L心且血父 1イ]•し、f、 19451 I ：に米その他）農1半物の買し．、（、」け，

集栢， および輸出を担",1させるためにAgricultural

Project Boardを設骰した。この機Iilを通じて集

ぶjさオしたビルマの余剰米の全：化をイ ギ リス食訓省

が買い(Jけ， さらに ．ヽ1,1該省が最初は辿合IHI食紺Jrr)

(Combined Fo()(I lluard)の割 り．ヽ1,1-c, 1946 { | : (/）‘l1 .. 

ば以後は 1」;ll際緊、盆直削委且会 (lnlcrnalionaIEmeI -

gcncy Council)の＇剖り ‘r.,1てに従って，食札ぴ足1！↓に

転必した。AgriculturalProject Boardは19炊6年

に StateAgricultural Marketing Boardに改糾

さオl，た。 この機関が 1948年の独立後 も1冶業省管II店

ト．0)1<l諭出血山機l州としてり1き継がjし， 令11 ま`で

維持されているわけである。

イ ギ リ スが ビル マにおいて戦前に l~ice Control 

Boardを，戦後に AgriculturalProject Boardぉ

よびSAMBを設ii忙しにのは，あくま で認迅'-J;t態に

対処して 米その他の殷I)代物の所尖：代を確保するた

めであって， その 11り」竹—卜の民 'I: への ki{i)煤が加味さ

れたかも しれないが， 決して米の流通秋li冴を全1f1i

的・栢久[Iく）に変晶して米（午）塁民を保設しよ うとい

う心図は合ま才していなかった。む しな 戦前の流

遥秋）やを回復する ための緊盆やむをえざる糾i社で

あったと いわオしている。 しかしながらこのよう な

燐く、9畠廿1I,ii'1,'{ J'ヽ, 11i⑱'l }l:Jl 1 1，'1l 1 | l 0) 1 1 4ゞ 0)| I l 秒<)•fli支」’必ji占j]))J

とあいまっ て， ILi米穀流遥秩J-}の全Itri的変晶， そ

の社会化の方向に事態を推迎した。 ファーニ ヴァ

ルが指摘したように， 戦後の植民地政府の打なっ



た経済過程への介人のl| lかiうビルマ人たちは社会

主義の必疫を訛み収ったのである (il.10)。かくして

ビルマ人はイギリス人の残したうつわに 別の洒を

盛ることになった。すなわち， ピルマ・人はSAMB

を米穀経済の戦前（lり秋｝・ヤを修正するための イj力 な

武沿と して利川するに十シったのである。

ビルマの独立政府はSAMBに対してゴ重のII的

を課した。 その第 1は米穀流通機構の ビルマ化・

社会化， 第2は政府財政牧人の確保，そして第 3

はJ設民所得 および全体としてのIJA民経済の安定化

である。これらのI•I 的の，意味をやや詳しく吟味 し

てみよう。

策れはかつて戦l]りにおけるビルマの；塁業ll¥J組に

論及してつぎのように述べたことがある (11'11)。「ビ

ルマの農業Il'，J閣は上として下ビルマに関係 し， か

つ二つのカテゴリーに大別 しうるよう である。第

1は米のモノカルチャ ーを11！心に形成さ,/したいわ

ゆる輸出経済にかかわるもるもる0)|l'，J凶である。

いいかえれば米0)愉出に対する柩以の依{f•が こ の

国の経済をィ＜安定にし， バランスの取れた発脳を

阻‘，杯し， ひいては股業の光）.&やJ災民l-l・・話のI.hJI ：に

玉：人な影態を与・えはしまいか， というこ とに関係

する。第 2のカテゴリ ーは一1」にいえば，複合社

会における農民の窮状にかかわるもろ もろの間題

である。それは実は第 1のII!JJ辿0)）両の反面である

といってよい。というのは， 祈しい柏民地での輸

出経済の建設は必然的に似合社会の形成を随伴す

るからである。いま簡索化のために第 1のカ テゴ

リーを輸出経済の問題（モノカルチャーの問題といっ

てもよい），第 2のカテゴリーを農民閻題とよぶこ

とにする と， 戦前にビルマでl1t業1問題として，＇認識

されたのは もっばら後省のJ農民間組であっ たとい

ってよい。輸出経済の問題は， 1930年代の米価低

蕗期にこの国の農業が深刻な困難に当面 したにも

かかわらず（それの農民間題としての側面のみが強調

されて）， ｝災巣間題としては本格的に這識されなか

った。これは農業間組に対する当時のアプロ ーチ

が柏民地の問祖としての， それであったためであ

ろう」。

論旨はイ＜変であるが， 「翰出経済の間狛」の定義

がやや狭義にすぎた感があるので， それをモノカ

ルチャ ーにおける 「経済イ＜安定性ないし脆弱I生の

間組」といい換え，使合社会における 「）農民尚題」

とともに広義の輸出経済の閻加に）函することに修

iJ・：したい。またこの際， 「｝農民閥題」はより正確

には複合社会における（イ＜適iJ：な） 「所得配分の間

俎」といい換えうることを1リlらかにしておきたい。

¥,、ずれに しても， 戦前におけるイギリス統治時代

には「；農民間題」のみが， モノカルチャーのもた

らす「経済不安定性のI,''1］．」 とは切り離して， し

かも複合社会におけるイ＜適正な所得配分の足正と

いう本来の角度からではなく ， 単なる救済の必要

という身近な股請から取り上げられ， — ー一｝；しの農民

保設政策が考慮されたのである（しかもそれは統治

の末期においてであった）。しかしいまやこのような

「植民地の尚題と してのアプロ ーチ」は終わり を

つげた。独立政府は「経済不安定性の問題」をも

「所得配分の問題」をも含めた輸出経済にかかわ

る諸問題を一拳に解決し ようとして対策に乗り 出

したのである。 この対策の全体は数次にわたる経

済 ・社会開発計画として打ち出されたが， この際

政府にとってもっ とも有力な武器となったのは土

地改革と，SAMBによる米輸出の独占であった。

独立政府が輸出経済にかかわる諸問題の全面的

解決に乗り 出した以上， さきに挙げたSAMBの三

つの目的のそれぞれに軽重の差をつけることは む

ずかしい。 これらの目的の持つ具体的意味および

ねらいはつぎのように解釈される。

7 



第 1の目的たる流通機構のビルマ化・社会化と

いうのは， 従来非ビルマ人の手中に握られていた

籾集荷から米翰出に至るまでの 一辿の流通過程を

輸出独占を拠、点として逐次ビルマ人の手に回復し

ようということである。 この楊合，主として流通

過程への国家の直接的介入によって日的を迩成し

ようとしているが， これはビルマに企業者階級が

欠けているためばかりでなく， 社会主義的イデオ

ロギーに彩態されてそうなっているのである。 こ

の目的のねらいは， もちろん複合社会の弊害を修

正して「所得配分閻題」を解決することである。

第 2の財政収入の確保という I.1[lりは， 従来非ビ

ルマ人に帰属しその多くが国外に流出していた米

穀取り引き利憫および米作地の地代を財政収入の

形でビルマ人の手に回牧し， それを経済 ・社会間

発のための基金として利用しようとするものであ

る。 この目的は「所得配妙間凶」の解決とあわせ

て，経済開発への貢献を通じて「経済不安性1/!J凶」

の解決］こ資することもねらいとするといえる。

第 3の目的たる股民所得および国民経済の安走

化はいうまでもなく， モノカルチャーに1泊伴する

「経済不安定性の問題」の解決をねらいとするも

のである。）農民所得の安定化は籾および米の賀い

上げ価格の固定化により， また1且民経済の安定化

は好況時の米帷出牧人の一部を保留して その文出

を調節することによって迩成しようとした（政府

はこのほか工業化政策や農業多角化政策を通じて，すな

わち輸出経済そのものの修正を通じて国民経済と農業所

得の安定化を策したが，これに対して SAMBが有力な

資金供給者として，期待されたことは前述のとおりであ

る）。

さて，ゎiしわれのつぎの諜俎は， 当然独1)．後の

15カ年間にSAMBがどのような実績をもってその

使命に答えたかを検討することであろう。 しか し

この点の検討を加えるしては， 何といっても入手
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しう る資料と’Iむ報は孔入’よりにもとほ‘しい。 次節以

下の ，記述はわA は）A しの人 T’• し え たか ぎ りのものを

上記の観I，ばから一•1、豆紅l！してみたものである。

(ii: 8) 知）、JI駁勝，「西アフリカ，マー ケッティ` ノグ・

ボードの安定政策と：）Iい金」，『三l.11学会龍誌9』,5.l咎4.｝},

ll{｛利133年・ l •IJ, r所叔。

(/J 9) SAMB設附にギるまでの経過については，

Levin, op. cit., pp. 215~221による。

GUO) J. S. Furnivall, The Governance()if Modern 

Bur:na, l %0, p. 2:l. 

（注11) 拙稿，「ビルマ (/)11と業litJ：姐と殷棠1)ll発政第」，

農業総合研究所悔外部紺，『汁1i外諸国における経済発 IJ(

と農業』， 1l{｛和37年11J所i1曳， 35~36ベー；；；。

m 農産物販売庁の組織と機能

SAMBo)糾織と機能に関しては佐Il泰二郎氏の叙

辿(il:12)が簡潔にして疫をえているので，できるだ

けそれを援川しながら泌明していこ う。 ただし氏

の叙述は文献の制約から1950年代木の状況を示す

ものと考え賃しるので，作I―・0)袖ii:．が必＇以である。

(1) 糸ll 描

まずSAMBo)糾織の脱略はつぎ0)とおりである

(lll3)（ただ し大カ ・ノ コ1}、Jは箪者の追）J11をポす）。「SAM

B は ，議長，副議L<•および ビルマ連邦人統領によっ

て指名 された 10名のメンバーによって構成されて

いる。このメンバーには貿易開発省， ｝塁務省，大

蔵省，協Inl組合省の代よが含まれる。その他の メ

ンバ ーは民間人である。 ··…•ラ ングーンの SAMB

の11！央機構は第 1図のようになっており， 地区笹

迎店 (ZoneController)が地方管区畢肪所を1監督し

ている。 地が醤IX事務所は全国0)；む炭米I2は地に23

力｝jill960年：こは24カ所」設けられており， その機

構はSAMB(/)巾央機構を小さくしたもので，｝JiLこ・

（恥ecutiveOtticer)の1ヽーに，数名の所長代理 (Deputy

Executive Officer)があり，営業，調逹， 会計約を

担当している。地力管区事務所は下部職員も含め
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(ii¥／Yi) 1:1甜i「火業林式会社，『ヒルマの米穀9j心ll'i』，昭和30年。 ({!,Ii＃二郎『ピルマの米』，農林水1巌業； ll睾性 I;，!」•.

会蔽， 1浙，i，＼経済叢，誌19け， II{｛和37年1:ij, 67ヘーシよリ。）

て、V・均 300名以 I.(/）馴羹をもっている。地方管区

消務所には管軌区域の人きさによりさらに支所を

設けているのが 5カ所ある（ミャウンミャ，モール

メン，マウ ビン， ヒヤホン， トングー）」。

(2) 機能

SAMBの機能については佐Ji秦氏はこう述べてい

る m:14)。「SAMB(/）訟定機能は —·•般的にいって，

股,,礼物の加 Iー．，流辿を連常，＼監督， 改善すること

である。特にSAMBは股1崖物を受人れ，，il,'il辿し，

購買し，貯蔵し，売賀することが指令されている。

また，国内および国外において〔対して）農1崖物を

阪足あるいは配給すること，材料，述搬車 機械

を販祗配給あるいは似人オしること，」．：地， 」．．業

川建物， 倉Illi，その他の建物の購人，建設， 1翡人

れ，販売あるいは配給することを指令されている。

このようにSAMBの汰的機能は1ぶ範Ill1に及んでい

るが，＇）湿際の業珈ま……米の諭出と籾 しおよび粘米」

0)翼人れ，し消費者米/illilfll制のための〕小売）IJ(/）米の

放出〔実施された例はきわめて少ない）である。米以

外のI災産物，たとえば豆類，油粕， 馬鈴薯， とう

もろこしの輸出に対してもライセンスを与えてい

るが， これはそれほど屯製ではない。」

以 1：のような機能を果たすために SAMBが実

地にtiなっている祈動の状加は以卜のとおりであ

る。

(3) 籾および米のU叫i

SAMBの集府活動としては｝農民→籾（叫'’i人→精

米業行という 11'I米の下部流辿機構をそのまま利用

した浙'i米買い付けと， 1951年から導人さJした）災民

および）；起業協hiJ和Jl合からの籾の貿い付けとが並行

していなわれている。しかしながら，協IIIl糾合を通

ずる籾の出ィ::jは成功していない。｛釦i泰氏はSAMB

0)籾のll'：［接買い付けについて， つぎのように述べ

る(/J:15)。

「籾0)出廻り期になると SAMBo)管卯串務所は

それぞれ 10カ所から15カ所の籾買付所を臨時に設

げ， ここで11’_ _l接）農民から籾を買付ける。買付所は

地方の粕米所の構内を利）IJすることもあり， 述搬

に便利な｝II沿いの広場に簡屯な柵をして買付所を

設け野天に籾を集積する場合もある。籾をSAMB

， 



に売った股民には買付1ぷ1長を渡し， 定の場所で ',:;r; I．．場はウ ンゲーンに 2|．．場，ア ラIJンに lI．．場の人で

現金を支払う• • … •II1|＼ 質(}.) 鑑別や叶：代はすべて SA

MBの職具によって行なオ）れるが， 戦1liJ(J）日1111I又

リ1時｛しにくらべてやり力は般に杜捌である。 籾

買付所が1)l・j設さオしるのは翰：I i米地：サであるから，

匂りま努し、ドビルマに伽11する ことになる。 •. .. .. 

1管区平均 15カ所の籾買付所を1iil設するとすれば

ドビルマで 300カ麻設け られることになる。 蚊近

では貨付所の数は l.,1‘(1)JIIしてビルマ令休で 500カ所

以I．になっている〔1960年当 11 •!J(/）仝国の買付所数はや

や滅少 して481)力所であった〕」。

SAMBの没i代によ ってす噂乳滋恥直恨構のJj'.l

）、’、(を学脱した政府はSAMBの籾船仙泊動を怖化す

ることによって Ill来の卜部流通機構をも切りij)iそ

うとした。 SAMBによる籾買い付け！代の全買い付

け1代に対する比；ギは 1951年にこの制度が設けらAL・ 

て以後年ノ：柑l1,-11して， 1956年に全って粘米買い付

け州を浚糾して全買い付け＿htの過‘ドを占めるに全

った（第・公表参照）Q しかしその後この政策は1」さづ

まり，l!:J60年＿‘！,,時には'jj態は逆転 してふたたび精

米凶い付け．h位）は うが多 くなっていた。＇との後の

'」憚はイ測 である。

SAMBの設立に よって米の流辿版構は人さく変

i'直されたも(J)(J）， 11 1来の機椛はなおつぎ0)二つの

分野において板強く化き銭っている。第1は SA

MB  0)曲接貿い付けまたは協1雌ll合を辿じての買

い付けからもjした輸出川籾の集狐 梢自およびこ

れに付属する籾および梢米O)ltJ'J1,:Kである。 このよ

うなIIこ1機構による集佃活動のウェイ トはSAMB0)

それをl::.lfllっていると名えられる。第 2はSAMB

0)買い付げた籾の委沈粕l’lおよ び粕米の輸ilしまで

0)｛呆笹0)分野である。 SAMBは籾集伽こ釆り出し

たものの， 梢米工場の新設や接収において立ちお

くれている（たとえば1960年当時操業中のSAMBの直

IO 

あり，建設中(/)も(/)が 41：場であっに）V しにがって，

集仙した籾の大部分は L心II'rlI．．場：こ委北して粕I’lさ

せ， かつ製lII＼を輸出J：で保普させている。 第 3(J） 

分野は国内消'iIt来の令流通過和！である。 第 2衣に

みられるように， SAMBの集紺する籾、および木は

仝生I;＇i9：砂） 3，1ド） 1ほどで， 残り の 3分の 2は11,1

内でi肖費され、・cし、る。 ,,、1内消復t：礼は大づかJI-にい

って，帥子川 20)]トン，食料HIl380)jトン，合，i|・ 

4(）0)jトン（し‘ずAしも籾）とい）材しているが， ＇とり）

うら411一ヽ191it1；分が出'"'る。 また；塁家ii’jtIt米も粕米1リi

に凡）きに出されること が多い。 ここにいわゆる

奥地小粕米所を11！核とずる 111機構の活動分野が銭

さA1，てし‘る。

第2表 SAM B I/）籾；わJ̀g:ji'1米＇i'i¥.,ヽ{、j(J姑：I/）拙移
(iiWi. ：精米換算l(）（）（）1.Iング・ト ン）

粕米り 合 iiI• 

り・次数：，；．l構成比，放砧h'り成」し 総II•. ilt/ h・',9 
(％） 1 (%） 

数枯 に対する
． 割合（％）

1948 l, 4114; ， ]()() 一~ ー・ ' 1,444 35 
l949 1, 34(）, I()() --i l, 34(） 35 
195(） l,255i l (）（）, ―:1,255 ;J(i 
195 l l, 1(）3, i l 92 97! 8: ！ 1,201 29 
1952 1,313 8885 I ]8:¥1 ]2 I 1,491 :35 
1953 l, 584 I 29(）i 15 l,874 ,1:l 
l!）54 828 7li :1:11 29i i l, 15!) 28 

1955 i I , 505 ! 1 5:l 45」 47 956 
2:) 

195(i (i72 43 l 8931 57 J, 566 36 

（出所） F AO/ECAFE, Food and Agricultural Price 

Policies in Asia and the f,ir East, 1958.（佐藤二

郎，『ピルマ(/)米Jl,96ヘージより。）

(4) 籾および米0)罠し‘.l.．．げ仙柘

SAMBの集仙氾動をつらぬく {luii各へ叫譴は，

-・I Iにいえば低‘水hlli政策である。 低米(ili政策0)|」

的はい う生でもなく， 「＇］内米仙を 11｛界価格から遮

断して財政牧人を確保する（低価格で買い上げて高

価格で輸出する）と lriJ時に，1KII付物h11iの安定を図る

ことである。

生ず， 籾の買い l：げ価格は最低保誦価格であっ

て， 以Ii州の梢米業者に対 しても輸出用籾であるか



ぎり Ji;J-・(1llifKで買い 1•ーし ）と｀ることが，｝虹制さ ALてしヽ る

（枯米染者が SAMIう応帷：l ： J1l梢米を尤渡す際に (,-J耕•作れ

の署名した（証明粛を提出することが要求さltる）。そ；lし

(・.t 1948{ |:！こ100ノヽスケ、ノ ト(46(）（）ホンド） ．：りにり ．II.:.I;i: 

池渡し285チャ ット，輸出沿渡し300チャ、ノ トと公

りじ さ~L' _:;とのま祖10放什．11，'il{1,＇！ぇirt/JヽALi：：し1 1962年

！第 2次ネ ・ウィンlJ、jI科lが成 lゞ：して以後．ti--Fの改

,ij・カ:i jな｝沈したとし、うが，［（細はオ）か ら心し、。 籾価

格の1辺）」の決定に際しては・ー・fITi(/）パ リティ））式が

採用さオした。すなわち1938~41年のlI．． 常状態にお

（J-る籾の販ヽ ）＇,;{illi格は 100ハスケソト ‘りに り100チャ

J 卜であり， 1948年の泊費者物価折放が総介311,

_[tf,tj¥:l05であったところから，籾価格を）詞凶渡(/)

:i (;',i，すなオげ．）30(）チャットに決めたのである。 し

か し王の後般物価が 1：昇したに もかか｝）らず，

1959什・・にオ）ずかばかりのh,＼質フレミアムと 時期別

校；ドが)JI!味されただ()--C， つい最近出で加：；tit't/）ヽ

Aし）’'、こ＼）

/）ぎに， ＇枯米の買い 1：け価格 も194811：に籾価格

と1ill時に決iEされた。それはナッ セン SMSlOOパ

スケ、ノト当にり輸出沿渡し80(）チャット（ロ ンク ・

ト ン 当にり 239 ブこ •I’ ゾト），奥地粕米所渡し 77(）チャ ッ

トである。 「これ L買い上げiiIli格」は粕米ベースに換

靡した籾の公定価格に 10%(/）マージンを加えたも

0)である。 これらの統制価格は閻池ビルマでわず

かの変化があったのを除けば， 19481|：以来変化し

ていない。1位近では， iiり外l|ij品祉、人のため， h，＼質

のよい米の生I崖を刺激するため 上．質の籾に対して

ブレミアムが支払われている。 プレミアムは 1級

IIIl＼に対して100ハスケノト ‘'iり25チャッ ト，2級，11111

1:ーしよ．15チャ ッと なっている(il:16)」。

米の別い上げ価格は 籾(/)それと 1ri]様に1位初は1占l

定したまま据え骰かれたが， 1960 ',― l—ー：ごろ からは年．

若々十卜の改訂がなされている。たと えば 1960年 7

) lに''(l：名が加：也：i、こlli/1,Ijし、／ことさ (J-)買い＿l．げhlli格は

ナ ノセン種 100バスケッ ト‘りたり愉出池渡しで812

チャット， 奥地梢米所渡しで774.5チャットであ

った。 米の買い＿1：げ価格に1月連し てil:.11されるこ

とは， 1948年の買い上げ価格決定に際して， 戦前

に10数種あった輸出米規格が， わずか 3種に盤刑

されたことである。このためSAMBの事務は簡索

化されたも のの， h心質向上へ0)）譲欲が著 しく そこ

なわオlに。 これが， ビルマ輸出米のrlll＼質が戦後低

トしたことの釘力な）泉囚の一つとされている。

とこ9.I）で， ビルマで価格統制の対象となってい

るのは輸出川(J)籾と米ビけであって， 全伯崖箪0)

3分0)2を占める国内）Il(J)籾や米 Cl'噂梢費分を含

む）は(i11ii名統制j6)枠外で19」111流遥によかされてい

如しかし力,で籾価格は輸出川籾価格によって

幻 、'iされ， 他JJti‘j費者‘4くりIiiはSAMBが必娑に応 じ

召 iなう小必1|i叫 'ijけ放出/1llif'11によって規制さiし

る（1：糸1[J)..になっている。 SAMB(J）放出価格は1948

年にラング ーンで トン当たり328チャッ ト，他の地

域ではこれを品吼とする{1lli¥Xと定められて， その

後変化してし、ない。 しかし‘)翡祭0)放出の例はきわ

めて少なかっにようである。

(5) •Iり9l l I_¥ 

佐Il秦氏の出述を扱JIjすオしばこう である(i-t17)。「S

AMBは箕い付けた米の大部分を愉出に向け，ごく

J)ずかのりしが国内I|i場に放出されるにすぎない。

h紗l・:．政）｛j`・［筑易開発省が実務を行なう〕は，翌年の各

叫 'IJけ輸出割‘打を政府間の父渉により 決定する。

以前は， SAMBはG-Gベース で米の輸出をすべ

て1jなっていた。しかし1951年以降，民閻貿易Jj

式 (tendersystem)が採）1]さ；1し， l|喩：＿1，1!「り社はだiしで

もSAMBと1自接取引ができるようになった。ただ

し，輸出米はすべてSAMBから購入しなければな

らない。民間業者による輸出は 1955年で，輸出総

I I 



hi:0)31％に泣している。1956年にはこの比印訟（う さ．C, 米螂 1 位） ii'1長が般会，•；|·牧人に彫聾を！文

%, 1957年には15％であった。貿笏麻社による輸 ばす）レートとしては二ど）のものが考丸らオしる。 出

出はその部襄契約するので輸出価格は， G-G価格 ず第 1I/)）レート は 米輸出脩位）1,1、り減とほぼ叫 jして

にくらべて 3~ 4割1i/j(Il'iである」。 削減するfll税瑣IIで， 19」税，所得税および取りり1

（注12) {/,翡二郎，『ピルマ ,J) 米』，牒林水飴業 4:． liiをI{ I• さ'1::,:j税がこ、すしにあたる。 こオ1，らO)fl[税岨11に1月し

l(,l l:．．会蔽， 1i饂 経済叢潜斜19号， II{｛和37年刊。 ては！II村戊氏の解説がすぐオしているので，j|川して

(tl:.13) 1ii.j l •. il:，66~68ペーン。

(i-l;．14) 1fll 1 •. -,II, 66~67ペー シし）

C/:U5) liiJI:,.1.L 68~69ペー ・ノ。

(I I :．l(i) |hJ I ・ _ ;lt, 95ヘーンQ

(i_-l:. 17) |iil l・_,l:;，96ヘーン。

おこう (it18)。

第3表 ビル-✓ 辿）i5政）｛、J財政収人←・般会，，I· ) の構成

|メ.

IV 農産物販売庁の国家財政への貞献

ビルマにみられるような極度の米依(f経済の場

合， 1(:II前出の年々0)ii!．j長が全経済なかんずくその

貨幣化された側面を大きくゆさぶることはい うま

でもない。このよう な経済において， しかもSAMB

の介在する」｝↓｛,:o)状況のI‘'では， 米翰出0)ti,j長は

以ドにのべるさ まざま0)｝レートを通じて 1.I~［ 接， 1hl 

接に財政収人に甚大な影料を及ぼす。その，沙縛」に

はいる前に， まずこの1!4の財政収人の構成をみて

おこ う。

このWIの財政は狭義の辿邦政府・:）;n.（一般会，；I)
と多数の政91.J企 業を含めた！ム義の政府部門包括予

賃~ (Comprehensive Budget)とに分けられるが，ま

ず一般会計の収人の1人j，訳をI.j＜すと鉛 3表0)とおり

である。近年における一般会計収人（年 1々0億から

14(送の間を変動している）のうち 65%j)iJ後 が相悦収

人で残り 0)35％前後が非祖税収人となっている。

利」秒も収人の うち最大の項I」は1丸l税収人で， 総財政

収入0)25%Ilij後，第 20)Iiil」は所得税で 17~20%

をけiめている。そのほかウェイトは小 さいが（総

収入0)4 ~7%）取り引き閥税の存在に社這してお

こう。 非租税収入0)巾では政府企業の復興拠出金

（総収入O)6 ~ 9%）が重股な意味を持つ。
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(II¥ iりr) Economic Surv{'y of Burma, 1960, p. 56 

および 1962.p. 62 

「租税収人のなかでも， じ力となっているのは，

第 1に関税であり， 第 2 に所得税である 。 •. .・・・ビ

ルマがもつ人きな愉人依{f渡から考えると 1ダ」税収

人が大となるのは 当然のことといえよ う Lも1ンろ

ん，松l税収入の大小は愉入の大小に依{f• し，後省は 主 に

米愉出0)好・不，Jliに左"-Liされる」U 一方所得税は，他

の低1)廿発諸l付に くらべかなり多怖'j~このぼるように

みえる。所得税は低l}tl発11iにおいてももっ とも発

股のおそい祖椀といわ才しる。 七0)」引山はそもヽ 。とも

課税の対象となる伽1人・広人所得の水準が低いと

いうことと， 正確に一期間l11の所得を把握させる

ような帳縛組織が盤価されていないためである。
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・ •••••1取l：：ビルマの租税牧入のなかで 1月税収人とほ

とんど同じ大きさを所得税収入に与えている要囚

は・••••肌らかに多数 の 政府企業の存在••…•であ

る。……総所得税収入のうち 15~20％が民間部門

から納入され，残り の85~80％は政府部門から納

入されている・・・・・’o.．...•政府部門での最大の所得

税貢献者は米のi諭出を一手ににぎっている国家）農

産物阪売庁であり， これからの所得収人は米の輸

出の好・不闊につれて大きな変動を示す。……米

の輸出と同様な1州連をもっているのは取り引き洲

税であってこれは補完関税的性格をもっている。

つまり，綸入品のビルマ同内流通にたいして課さ

れる租税である」。

第 20)｝レートは同民経済一般の好・不況に左右

されて変動する租税項「lである。 ビルマ経済の好

・不況は屯として米輸出の消艮によって左右され

るから， 後者の 2 次 • 3次の波及効果として財政

収入が変動する仕組みになっている。第3表に祁

げた租税項「IO)「|lで， 地租を除いた令項目が多か

れ少なかれこのような間接の彩鰐ドにあるといっ

てよし、。第 3のルートは各柿政府企業の利益の1/1

から， 連邦政）イJ--•般会叶 I！こ納入される復卯拠：li金

(Rehabilitation Contribution)であるが， このほとん

ど令額がSAMBo)拠出金であって，米輸出のti'j辰

ともっとも直接的に結びついている。

つぎに政府企業をも含めた政）付部「'1―j包括予伊，［に

おける収入の構成は第4表のとおりである。それ

は政府省 ・局の経常収入に，政府企業の経常収入，

その他の収入項「．I, および国の内外からの伯り入

れを加えたものである。政附省・局の紆常収入は

第 3表にホした一般会計収入から復腿拠出金と賠

徽金を除いたものである。復興拠出金を除いたの

は政府企業との二軍脊［りをさけるためである。賠

倣金は「その他」の項に人れられている。収入総

第4表 政府部門包括予算における収入の樅成1
（単位：100万チャット）

区 ハ
I 1957::.58―! ］960-6l l-962-63 

lJ |（修正予算）1（原予算）1（原予算）

1. 政府省・局の経常収入• 950 , 1,021 I 1,235 
2.借り入れ！ 151 74 I 168 
（国外） （130) （78)｝ （168) 
（国内） （21), (-4): (-) 

3．その他， 178 121 | 188 
4.政府企業の経常収入： 1, 786 : 2, 057 i 2, 275 | 

合 ,,:,
"
 

:3,065 j 3,273 i 3,866 

（出所） Economic Survey of Burma,各年版。

額は近年 30億チャットから40億チャットに近い額

で， ー・舟般会計収入の 3倍とみてよい。 この包括予

算における収入の年々の変動と米輸出の好・不調

との関係は一般会計の場合よりはゆるいと考えら

られる。 それは， 米愉出にかかわりななく，ある

いはむしろ輸出不讃の際に増加する領向をすらも

つ賠彼金や国外からの借り入れないし援助が含ま

れているためである。 しかし政府介業なかんずく

SAMBの収入は輸出の好・不濶に直接的に左右さ

れている（これが前記の効果を打ち消してしまうこと

も考えられる）。 ところで， 政府部l"Jの包括予算に

閲してもっとも屯阪なことはそれの収人の総額で

はなくて， 収人が生み出している「間発投資のた

めの財源」 の額である。第 5表に近年におけるJ甘

源の額とその内訳を示した。この額が米愉出の好・

不淵と強く結びつけられていることはいう主でも

ない。

第5表 政府部門における開発投質のための財源
（単位： 100万チャット）

• • •一 · · • • • ·• •• • -•—.. . •一

, 1957-58 1 1960-61 1 1962•-63 
！（修w．予符） （原子符） （原予算）

l'．政府省・局の経常余剰 36 -26 i 77 
2．政府企業の経常余剰 7(i I 197 ! 203 
3.政府企業の資本収入 20 1(） 9 6 
4．その他収人 291 67 I | 73 
5.日本賠｛賞金 15(） 10(） ， 110 
6.国外からの借り人和 1:-io i 77 i 16~ 
7．雑贈与| - l - 4 

8.対外借り入れ元利払＇ 一I 
i -58 ' -5 

合計・ I 441 | 3(i7 636 

(II'，所） Economic Sur~ey of Burma.各年＇阪。

1 3 



ビルマ の財政収人は 侠義の ••般会 ； ； l·v~ ；ね‘しヽ て も

広義の包括予狩においても， 以卜に述べたさまざ

まのルート を通 じて米倫出の好・不澗の影態を受

けて年々かなりの変動を繰り返しているが， この

関係において， 米輸出と財政収入と をもっ とも[I'[

接的に結びつけている機19」がSAMBにほかなちな

い。SAMBを通ずろこのIliij者の糸Iり合関係， いい換

えればSAMBが財政に貢献する(I・糾みはつぎ0)と

おりである。

(1) 財政への点献の(I.：組み

まずSAMBは籾を公定価格で闘い l．げて119(＇蘭l.．

場で精白するかもし くは民間1：場に委託して粕白

する。 他方こオしとヽ 1叶jして以Ii,1］|・，場から精白米を

公定価格で買い1'．げる。籾を買い 1：げてこれを19rl

党1：場においてか；［たは民1.i,ij委北の形で粕白する

場合と、 はじめから梢I’I米の形で買い I．げるJi）1合

とで， どちらがコスト翡につくかは資料がなく 不

明であるが ・・)必こので．つの場合のコスト をひとし

いとみて， 米買い 1．げ価格と それの輸出価格のIr,'，l

のマージ ンがSAMBの利益の諒泉を代表すると考

えて弟 し支，．．しなし‘であろう。 この源泉からえられ

たグロスの利益の1| lから[ti'蔵， 輸送その他愉出ま

でに没する語掛り， •一般管 il[！費お よ ひ竹I•• O)l諭出

税（ここ！こも一般会計に直li#）げる 一•/)の細い）レートが

ある）を芹し引いたのが純利益である。この純利

益の中から主ず般会[;I• に 怯定の所得税を納め さ

らにその残りの利益金の1れから 拠出金を納人する

（ただし SAMBその他の政府企梁：、こ所得税が課される

ようになったのは 1953-・54年以後であるUi'I9))。拠出金

には二つの種類があって， • つはSAMB認．9［ の初

期から納めてきた復興拠出金， もう ・・ー・つは1954年

から課されるようになった 1開発投資のための拠出

金 (Contributionfor Capital Ou!lny)である。いずjし

も法律によって納人金額や納入比率が定められて

14 

＼ヽるものではな く，その時々の政府の必吸と SAM

Bの収益な らびに金繰り の状況をにらみ合わせて

政策的に決定されるものであるが， この二つは予

算＿1この扱いが異なる。 復興拠出金制度はもともと

1)f]発投資のための財源を確保する日的で創設され

たもので 1947-48年には一般会叶から切り離して

間発投資財姫に糸1［み込まJしていた。しか し咆J1948-

49年以後は全額•般会叶に紛り入オL ら j し て ， その

収入不足をカパーするための財源に変わってしま

った。かくして復興拠出金は 11il]疫創設の趣旨から

け、すtiしてし・よったので， 1945年からは別に1-)|］光投

資のための拠出金が課されるようになった (il'20)

が， これは包括予靡の開発投資財源に組み込まか

る。 ここ で注捻すべきは， 一般会計に繰 り入れち

れた復興拠出金も決して令額終常支：l］に食｝）れて

し：l:うわ（，J・ではないという1汁内である。 そ・(/)-•部

は一般会社の余剰として 11[lj接的に1)廿発投資財源に

組み込まれる。また，所得悦と拠出金は利益金のす

べてをく みつくしてしまうわけではない。 SAMB

の手もとにはなお竹下の利益金が残さオし， そALの

-―一部は運転資金および将来の必波にそなえるため

の町il・ii金と して留保され， 残余は自己投資（工場

倉J小その他の物的設備への投賓および籾，米の形で0){l:

応投賓）にあてらオしる。これらはいずれも包括予狩

における1)l]発役資財源に符人さるべき性符のもの

である（ただし年 発々表される開発投賓財源表の中にい

かなる形で組み入れられているかは不明）。 以 l.：に述べ

た仕組みを図；；］くすると第 2図のようになる。

SAMBの財政への貢献の仕組みが以上のとおり

であると すると，．その貢献の程度を知るためには

われわれはSAMBに閲してつぎの 5項日にわたる

データを収集し，それちを一般会訃収人， 包括予

符収入および国民所得と対比してみなければなら

tよし‘。5lti目というのは，（1)収益状況｀ （2）所得税



第2図 SAMBの財政への応猷の仕組み
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納入雑'i,（3)復興拠出金納人額，（4)/}廿発投狩拠出金

納入額，および (5)留保利益金の使途，なかんずく

自己投資額とその内訳である。 しかし残念なこと

には SAMBの経刑内容はいっさい非公間であっ

て，特殊な）レートを通ずる以外は断）『的なデータ

すら収集しがたい。 このような杖l係から今日まで

に発表されたSAMBに1り」する一・応まと立った研究

としてはすでに言及したレーヴィンのそれが11{f-

である(i121)。かれはさ主ざまな人的ルートをとお

して， ｝）れオ刈しが人丁••しがたいようなテ‘ータを集

めているが， それでも完令でなく，かなりの和！）応

に折叶に依存している。 しかもかれの対象とした

期間は独立前後から 8カ年訃両の初年疫に平る生

での 6カイ・ド/1間にすぎない。 すなわち今日から10年

前主での状況なのであ乙。 しかしながら，他に適

、r,1な文献がないので， 主ずレーヴィンの提供して

いるオ『下のHi訃を紹介し， そのあとで可能なかぎ

りその後の年次のデータに）よづいて袖足的説明を

加えることにしよう。

(2) SAMBに関するレーヴィンの諸推計・

まず， レーヴィンはSAMBの収益状況に1月して

第6, 7表のような推計を提供している。第 6表

にかかげたのは， かれが人『しえた 1947-48年お

よび 1952-53年の 2カ年に1月するSAMBの輸出米

トンu,1たりの費）［」， 利益金および利益率である。

かれが取り上げた期間は戦後のIii:界的な米不足期

で米の1仕界価格は年々じ界していたが， 特に朝鮒

戦侑以後の騰貴がはげしかった。そして195公53年

にはトン‘りたり 800チャットを優に越える戦後最

高の米輸出価格を実以している。その間もちろん

米の買い上げ価格は裾え置かれたので， 諸掛りの

背干の削加はあったものの， 輸出価格の 1：：昇はほ

とんどその東主利益の研加となってはねかえり，

トン％たり利益金は 1947-48年の148チャットから

1952-53年には 495チャットヘと 3倍：こもふくれあ

がった。第7表は国民所得計算に含まれたアグリ

ゲートの数字からSAMBの年々の利益金を推計し

（賃金と愉出税のみは 1ヽン当たり計算による），これを

国民総II:'府 (CNP) と対比させたものである。 SA

MBo)利益金は 1950-51年までは2.1億チャットか

ら2.7｛意チャソトの間でほぼ友定的であったが，

それ以後の 2年間にはまず 2.7.（意チャットヘ， さ

らに 5.2倍チャットヘと飛躍的に削加した。 GNP

に対する SAMBの利益金も1950-51年までは 7%

前後であったが， 1951-52年には8.4％に， 1952-53

年には11.4％に翡まった。

第8表はSAMBの利益金の処分状況を示すもの

である。すでに述べたようにSAMBo)利益0)一部

は所得税および拠出金（復興拠出金および開発投資

拠出金）の形で政府に納人され，残余は手もとに

留保されて， 連転資金あるいは準備金に充％され

るほか， 白己投資にも似り 1l'i]けられる。ところが

レーヴィンが取り 1'．げた 1952-53年までの期間に

はSAMBから所得税を徴収する制）化はii{爪／．．してし、

なかったし， また開発投資0)ための拠出金も課さ

れていなかったので， 政府に利益金の一部を納入

する形としては復興拠出金のみがあった。 SAMB

は 6カ年を通算して利益金の 70％を復興拠出金と

して一般会計に納人し，残りの 30％を手もとに留

保した。拠出額は 1950-51年までは1.5億へ1.75｛意

チャットであったが， 1951-52年には2.46億チャッ

ト， 1952-53什汀け、 3.44｛意チャットi'-、急l,1y1した。

lぅ



SAMBの米帷出における費用と利益

i 1947-481 
輸 ：：li 懺 (~,000 トン） ； 

I 
i 1,251 

輸 出 額 (100万チャット）l、 584
ン当たり平均価格 （チャ ット） i 467 
トン当たり買い上げ価格 ( " ) • 239 i 
その他費用 ( " ) ; 80.4 

a.麻袋
9 | 
(24) i 

b. 輸送，貯蔵その他 ; (44.8)1 
c. 賃金倅給 ・ (1.6)
d.楡出税 ・ (l(）) 1 

6. トン当たり費用合計 ( ,! ) , 319.4 
7. トン当たり利益金 ( ,! ） | 147.6 
8. 利 益 率（価格に対し％）し 31.6 
9．利 益 金 額 (100万チャ ント） I 

I 
184.6 

• --• •• ..· • ・ •-• •• • • • •• • • • • • • • • • • • ・ • ・ • • ー・· ・・ 

（出所） Levin, The Export Economies, 1960, p. 233. 
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区 ヽ
）I
J
 

．
．
．
．
．
 

1
2
3
4
5
 

4
5
8
9
 

9
9
9
3
 

1
5
4
2
 

，
 

ー

、

.

,
9
,
'
,
1
,

ー

ヽ
~f

5

 

4

-
i
 

3

0

 

5

5

 

，
 

2

・
1
 

5

・
 
，
 

l

ii,' 

~

i
O
 

-
5
 

8
 

，
 

4
 

4
 
）
 

7
 

4(

• 

9

1

 

ー（
 

1948-49 ! 

l, 129 
576 
510 
239 
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758554239
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1951-52 I 

I 

1,160 
809 
696 
239 

1952-53 

1,200 
1,019 
849 
239 
] 5(） 

390 
459 
54 
5.50.8 

第 7表 SAMBの収益状況 (1947-48~1952-53年）

区 ¥
j
 

／ノ

（淮位： 100万チャッ 1、)
・． 

， 
1952-53 合 呑

"

．． 
1
2
~
 

．． 
3

4

5

 

S AMB の付加価値
I関係諸費用
a.賃金休給
I)．輸 出税
SAMB 利益金
国民総 I.l_：・ 能 (GNP)
GNPに対する SAMB 
利益金の比率(%) 8.2 

(il:） 

し‘0

(II・！所）

194748 I 1948--49 I 1949-50 i 1950-51 1 1951-52 I 

24r; I 254 ! 227 i 283, 357 | 53(） 1,897 
14.5 j 13.8 i 1:u i 15.9 i 13.5 i 1:i.9 i ・ 84.7 
(2. （）) | （1. 9) I (l. 8) I (2. 2) ! （l. 9) | （1. 9)＇ ．．． 
(12. 5)' （l l. 9) i (l l. 3) （1 3. 7)I (l l. 6) | （12. （）） i ,．, 
231 5 1 24(） 2 ' 2J 3. 9 1 267. 1 343. 5, 516. l | 1, 812. 3 
3,55l | 3,221 ! 3, 124 '3,682 , 4,（）79 , 4,522 | 22, 179 

6. 5 l 7. 4 | 6. 8 7. 2 : 8. 4 ll. 4 i 

利益金は国内放出の利益金を含み，かつ輸出時期と代金受け収り時期とのずれがあるため第 6表と 一致しな

Levin, op. cil.．p. 235. 

第8表

区
.. • ----

SAMB 利益
復典拠出金納
SAMB 留保
同上累
利益金に対
拠出金の比率

ノ＼
ノ｝

．
．
．
．
．
 

1
2
3
4
5
 

SAMBの利益金処分（拠出と留保）

金
額
額
計
る
い0/
 

(
‘
 

i
~ 

入

1947-48 

2,ll.5 
175 
56.5 
56.5 

75.5 

（出所） Levin, o/J. cit., p. 2:17. 

留似された利益金は 6カ什・・・間に累叶 5.5低チャッ

トに達したが，これは1952-53年の米輸出額の半ば

同年のGNPの12.2％に相‘',1した。そのうち2.66億

チャット (48%）は籾および米の在庫投資（大部分

は過剰手持）に叫てられていたが，残余の使途は明

らかでない。

1948-49 
..... 

240.2 

1~t.2 
145.7 

62.8 

しかしそのかなりの部分が倉卵の建

設や精米下場の改良に充‘りされ， 主た同じ「Ifr,、)の

213.9 
169 
44.9 
1 9 (）．（i 

79.0 

(1947-48~ 1952•-5:l{f) 

（消位： 100万チャット）

1949-50 i 
I 
l 
1950-51 

l 

-----・ 
‘ 1 

267.1 
176 
91. l 
281.7 

65.8 

1951-521 1952--5:l 
..、 ”， 

3 4 3. 5, l 516.1 
246 i 344 
97. 5 i 172. 1 
379. 2 , 551. 3 

71. 6 

る。 6カ年間を通算して，

66.6 

合 計

1,812.,l 
1,261 
551.:l 

の 5.6%に相％するばく大なものであった。

r
3
 ，
 

6
 

ために民間に融資されていたようである(i122)。

第 9表は SAMB復興拠出金の GNPお よび政府

収入（一般会計）に対する比電を示したものであ

SAMBの拠出金はGNP

しか

も最麻の1952-53年には 7.6％に も及んだ。政府収

入（一般会:ti)に対するそのウェイトはさらに翡

16 



し‘。 6カ年を通節して約40%,1952-53年には44.5 レーヴィンが打・(：計を行なったのはビルマの米ii扉

％にも逹していた。 ただし表の政府収入からは復 出価格が:1952-53年にその頂点をきわめる までの

躾拠出金以外の非租税収入が除外されているの 上り坂の 6カ年I¥¥¥Jであるから， その当時の事情を

で， これを算入した一般会計総収入に対する SA そのままその後の下り坂の10カ年にあてはめて考

MB拠出金の比和ま―:｝汀低くなる (1951-52年37%， えることはできない。 そこで，手もとにある乏し

1952-53年43%）。 いデータを堅刑してか；「ドのhi]足的泌り」を加える こ

(3) 最近10年に関するデータに），Lづく袖足 とにする。

第9表 SAMB復興拠出金の政府収入（一般会計）およびGNPに対する比率

(1947-48~ 1952-53年） （準位：100万チャッ ト）

区 分 ！1947-481 1948-49 I 1949-50 I 1950-51 1 1951-521 1952-53 !合計
・・・・・--・・・・--・・--・・--・・・・・・一・ ・ •ー · • ・・ ... . -- ， ．- - -- • -・ •一 ・ ヽ· --·· --・-

1. G N p !,l,551 I :i,221 i 3,124 I 3,682 ! 4,079 I 4,522 I 22,179 
175 151 169 1 ｛盟 乳； l盟砂闘2.政府収人 I 495 I 350 ・ I 437 

:1. S AMB 拠出金 '
4. 拠出金／G N P (%) I 4.9 4. 6 5. 4 4. 7 1 6, o 1 7. 65.  6 
5: 拠出金／政府収入(%) 35.31 43.1 38,6 33.8 39.8 | 44.5 39.5 
-- -- -- ----• - ---- - - - 1 - --—-J_ _ ＿ ＿...」 ―...----．: ----• -----• 一—_＿ ＿ 
(it) 政府収入からは復輿拠I:Ii金以外の卦租税収入が除外されている。これを符入する と，1950・・51年は55,l,1951-

52年は664, 1952-53年は796（しヽ すれも柑l{,ii.1(）0万チャット）となる。

(I廿戸斤） Levin, op. cit., p. 2,l8. 

第 10表 SAMBの米買い上げ価格，米翰出価格および輸出数舟の推移

(1950-51 ~ 1959--60年）

ー・・ー ・(1) ! （2) -1.．．  (3) ――  

年 次 米買」：価格 I米輪出価格 I (2)／（1) SAM悶竺：ノ米愉〗1)数lii· 1 (4)（：）（5) 
（ロノク ・ト ン当） （ロ ング ・ト ／当）I (%) I (ロ ング ・ト/当) （1,0(）（）口 t)I (:?0万チ

） （ャット）ー・ たりチャ・ノト iたりチャッ-1, --/ I ---(%) --- たり チャ ット グ・＿l‘ど 一

1950-51 ! 2 3 9 I 5 5 4 ! 2 J 1 ! :-J 1 5 : 1,367 ! 4 3 0 
1951-52 : 2 3 9 7 0 2 2 9 4 I 4 6 3 1 1,151 I 5 3 o 
1952-53 1 2 3 9 8 3 7 , 3 5 0 ! 5 9 8 ; 1,216 1 7 3 0 
l953-54 ! 2 3 9 6 6 3 、 27 7 1 4 2 4 • 1,268 1 5 4 (） 
1954--55 ! 2 :i 9 ・ 5 1 8 、 21 7 , 2 7 9 l,fi:H i _455 

1955-56 ! 2 3 9 4 5 4 • 1 9() ・ 215 - urn 1 415 
1956-57 1 2 3 9 4 4 7 _ 1 8 7 ' 2 0 8 2,0(）5 4 2 (） 
1957-58 i 2 3 9 _ 4 4 :l - 1 8 5 1 2 0 4 : 

, 1 8 5 1 2 0 4 1,615 1 3 3 (） 
2 O 4 : 1, 463 I ,l o o 

j958-59 , 2 3 9 4 4 3 
1959-60 ! 2 3 9 - 4 0 7 1 7 (） ! 1 6 8 ! 2, 1(）3 1 3 5 0 

----------- - -------・ • ・ -. ----―-_L __  :ー'..←-----• --・- ．．．．----- • I -- ．．．． -•一
国） 米買し‘-t．け価格は100バスケ ット（7,500ポソ ド）当たり 800チャ ；； ト（輸1.-I-ii巷渡し）。 なお籾買い上げ価格
は100バスケ ット(4,600ポンド）当たり300チャット（愉出港渡し）に据え懺かれたが， これを歩貿65%として

米に1灸算すると， ロソグ・ト ソ当たり224.7チャットとなる。

（出所） 米,1喩II'，価格および輸II}数絨は SecondFour-Year Plan (A Draft Outline), 1961, p. 12より。

収益状況について―-SAMBo)収益状況に1久jす

るデータはまったくえられない。 籾や米の貨い＿L.

価格がつい最近まで据え府かれた半面， 米幡出価

格が 1952-53年をヒ ー゚クとして年々低落してきた

ことから， SAMBの収益状況が，著しく悪化して

きたであろ うことを111,1j接的に推測しう るにとどま

る。第10表は1950年代におけるSAMBの精米の買

い上げ価格， 輛出価格および愉出数撒を対比した

ものである。これによると， 買い上げ価格は トン

判たり 239チャットに固定されていたのに対して，

I 7 



輸出価格は 1952-53年にト ン瑾たり837チャットと

いう最高価格を実現して以後は反落に転じ，1955-

56年には早くも1947-48年価格 (467チャット）を割

り， さらに下降をつづけて 1959-60年にはついに

最高価格の半値以下に下落してしまった。買いl:

げ価格に対する輸出価格の倍率は 1952-53年には

3.5倍という照くべき大きさであったが， 1959-60

年には 1.7倍に落ちてしま った。 SAMBの利益の

源泉である輸出価格と買い上げ価格の間のマ ージ

ンの減少はもっ とひど<,1952-53年のトン当たり

598チャットから， 1959-60年には168チャット（前

者の28%)に落ちてしまった。

しかしながら， SAMBの利益そのものはマージ

ンの縮小したほどには， 減少しなかったようであ

る。というのは， マージンの縮少によ る損：片をか

なりの程度輸出数麿の咽加によって補うことがで

きたからである。SAMBのト ン当たりマージ ンに

ビルマの米輸出数昂を乗じた金額を表の第 6欄に

かかげた。この金額は輸出米の全歌をSAMBが輸

出したと仮定した場合（したがって民間楡出の存在

を無視した場合）のSAMBのグロスの利益に相‘りす

る。絶対額そのものはさして重要な意味を持たな

いが，年々のその金額の変化が， SAMBの収益状

況の変化を示す指標として役立つであろう。 この

想定されたグロ スの利益は1957-58年には7.3億チ

ャットにも達していたが， 1957-58年以後は 3億～

3.5億チャットに落ちている。すなわちこの時期

のSAMBのグ ロスの利益はヒ°ーク時の41~48％に

低下したであろうと想像されるのである。 しかし

この低下の程度は 1959-60年におけるトン当た り

マージンがヒ°ーク時のそれの 28％に低下したこと

に比較すればかなり軽いといわざるをえない。

SA.MBの収益状況の変化を推測するには， もち

ろん， このようなグロスの利益に関する指標のみ

I8 

では不十分である。 このほかに貯蔵，愉送その他

の輸出までの諸掛り， および賃金棒給を含む一般

管理費などがどのよ うに変化してきたかも閾べな

ければならないが， これらに1具lしてはまった＜情

報がえられない。 しかしこれらの費用は芳干ずつ

liり加してきたとみるべきであろうから， 1950年代

の末年ごろにSAMBo)純利益がヒ ー゚ク時の 4割台

を維持・しえたかどうかには}’i-Fの疑念が残る。

所得税について—-SAMBo)納めた所得税に IりJ

するデータは入手できないので， 第11表には一般

会計の年々の所得税収人の総額を示した。 SAMB

その他の政府企業に対して所得税が課されるよう

になったのは 1953-54年以後であるが， それが完

第II表 連邦政府の所得税収入（付加税を含む）

(1952-5:l~ 1%1-62f['.) 

（浪位： JOO万チャッ ト）

年 次 所得税収入

1952-5,l 5 3 
1953-54 6 2 
1954-55 2 4 3 
1955-56 2 2 4 
195(i-57 2 6 3 

1957-58 2 2 8 
1958-59 l 9 3 
1959-60 2 9 9 
1960-61 2 0 4 
1961-62 2 n l* 

（注） ＊印は修正予算，そのほかは実鎖。
（出所） Economic Survey of Burma,各年阪。

全に施行されたのは1954-55年のようで，この年度

に所得税収入は著増している。 1952-53年の所得脱

収入は 5,300万チャットでこれは全額民間部門か

らの納入であったが， 1954-55年の収入は一躍2｛意

4,300万チャットに増加している。その差頷の 2｛愁

チャット弱が 一見政府企業の新規納入分に相当す

るように取れるが， 実際には民間部門の納入額も

かなり増加したようである。われわれは1960-61年

に関するデータを土台として， 政府企業の所得納

入額は， 1億チャ、ノト前後であったと想定しよう



(i1 23)。閻俎はそのうちSAMBの納入分がどれだけ

あったかという ことであるが， これに1弘lしてはま

った＜資料を欠く。おそらく ，全所得税収入の半

ば，すなわち 5000万チャッ ト前後と考えて多すぎ

ないであろう。

復判拠出金について一ー第 12』くは 1953-54年以

後の年々の復煎拠出金納入額を取り， これを国内

総/1,顎祠 (GDP)および一般会叶総収入と対比させた

第12表 復卵拠：II金，国内総4:．I窟および一般会計収入

(1953-54年～1%1-62年）

i (］） | （2) ！ （3) | 1 

次 1復卵拠：：li令IGDP1収般会]|(1)／（2)（1)／（3)

••• 
Iー

l (＼00―ク［）（ 1!り［り（州立~~: ) I (%) ! (%) 
1953-54 353 4, 589 j 9:3:l, 7. 7 37. 8 
1954 -55 I :164 4,813'l,lOfi [ 7.fi :l2.9 
1955-56 ， 5:l !), Hi2 ！ : 760 1. 0 7 0 
1956-57 15(） 5,429 ],,:OJ I ! 2.8 11.(i 
1957-58' ， l (）（） 5,299 I, 129 1. 9 8. 9 

l 9 5 8-5 9 55 5,49,l i , ＇ 1,045 1 I I.0 i 1 I 5.:l 
1959--60 12:o 5,991 / 1, 4,l9 2.1 8. 7 
1960-61, 66 6,221 1,209 1.1 5.5 
1%1-62 ! 90* 6, 364* 1, 378*l l. 4 1 6. 5 

(il:) 役卯拠1|＼金にはSAMB以外のBoard分も含む。
-X• 印 拠Ili金と一般会計収入はi釦I:]'，＇g, （； D Pは

推定値，そのはかはすぺて実叙'io
(1|ijリi) Economic S,.urvey of Burma,各年1阪。

ものである。 さきに第 9表に紹介したレーヴィン

の1947--48年から1952-53年までの 6カ年1itij！こつい

ての;¥I-'ifil:の延長をねらったものであるが， 資料の

閲係からGNPのかわりに GDPを取 り，ま た一般

会川総収人の Iれには 復腿拠出金以外の非租椀収入

が加わっている ことが異なる。そのため復興拠出

金の比率は第 9表よ りやや低11にあらわれること

になるが大忍まない。ま た復興拠出金のIれにはSA

MB以外の政府企業の分もれ干加節されているは

ずであるが， これも資料不足のため分離できなか

った。 この、点に1対するかぎり， 復興拠出金の比率

は第 9表よ りやや高「IIこかたよ る結果となってい

る。 このように第12表と既出の第 9表とは厳密に

は連絡していないが， 大づかみな比較にはさ した

る支障はないものと思う 。

レーヴィンの計罪によ ると（第9表参照），SAMB

の復興拠出金は 1947-48年から1950-51年までは年

額 1.7億チャソ l、前後， GNPに対する比率は 5%

内外であったが，1951-52年から急増して，同年に

は 2.5億チャ ット弱，1952-53年には 3.4億チャッ

ト怖と なり ，GNPに対する比率はそれぞれ6.0%,

7.6%とな った。 6カ年を通狩した GNPに対する

比率は 5.6%であった。 一般会計総収入に対する

復興拠出金の比率は 6カ年平均で40％弱， 1952-53

年の44.5%という比率が最麻であった。

第 12表に示した 1953-54年以後の 9カイ：ドの巾で

は，最初の 2カ年は米輸出好澗期からイ蟷1月期に荼

る過渡期とみなさるべきである。拠出金は年額

3.5~3.6｛意チャ ットでむしろ1952-53年よりも多

<, GDPに対する比率は 7.6~7.7％で1952--53年
とほとんど同率である。 この 2カ年1Pi]は経済 ・社

会間発8カ年計画が フルに実施された時期に当た

る。 しか しこの計画が挫折した 1955-56年以後は

拠出金の額は芳減した。すなわち1955-56年の0.5

億チャットを最低， 1956-57年の 1.5億チャ ットを

最高として， だいたい 1億チャット内外に減少し

てしまった。 GDPに対する比率も1956-57年の2.8

％を例外として 1~2％に落ち， 一般会計収入に

対する比率も1956-57年の 11.6% を除いては 5~

9 ％に落ちてしまった。

とこ ろで，復興拠出金が 1950年の後半にこのよ

うに著減したのは決 してSAMBの利益金が減少 し

たためのみではない。 もちろん利益金そのものも

減少したが， SAMBの財政に対する貢献の仕組み

が大きく変わっ たこと も影態 している。すなわち，

1953-54年からは新たに所得税と 開発投資財源ヘ

の直接の拠出金が課されるようになって， これら

19 



第13表 政府部門における間発投資0)ための財源

(1952-53~ 1959-!iO年） （i札位： 100万チャット）

(1) • ・ (2) - (3) ! （4) 1 (5) （Ii) | （7) 
年 次 政府省・局政府企業の SAMB,CSB政府企業のその他収入！日本賠散金履外かーら0）ム（8)計

9 • 
の経常余剰経常余剰Iの拠出金 ！資本収人I

---●”―・ • ・ • 
加り人れ に1

1952-53（実績） 166 106 - | 5 130 | -| - | 391* 
1953-54(,1) 88 -167 151 | 6 ' 123 , — _ | 2(）1 
1954-55(/，)  210 -396 164 i 21 55 ; ―: -| 75* 
1955-56(,,) -7 199 , ＇)') l 49 • 16 I 71 | 343 
1956-57(11) I 145 I -106 I 100 i :12 47 ! 140 ! 210 ! 563* 

82 51 100 , 1(i 1 28 } 152 91 | 520 1957-58(11 
1958-59（修正予算） 20 I 28 I 10 15 I 27 : 109 I 259 : 453* 
1959-60（原予算） 21 73 20 ! 22 | 3l.. I ・ • 95 i 210 472 

ー ・・ー・ ・一 • • • ・・・・・ • • -• • • •• • • •• • 

（注） ＊印の合計は原資料において内訳と一致しない。
（出所） Central Statistical & Economics Department, Case Study of Pl（叩枷gfor Balanced Social and Eco_ 

nomic Development in Burma, 1960, p. 21. 

が1日来の復興拠出金の相当部分を周僻わりしたと

考えらるのである。したがって， 第9表のレーヴ

ィンの計算と比較するためにはこの点を補正しな

ければならないが， これは追って取り上げよう。

開発投資のための拠出金_1954年から設けら

れたこの特別拠出金の納入額は， 1956-57年および

1958-59年を除いてはEconomicSurvey of Burma 

に年々発表される政府部門の開発財源表には明記

されていない（おそらく政府企業の経常余剰の中に含

められているものと思われる）。さいわいにして中央

統計・経済局の発表した開発財源表にこれが勘定

を分けて記載されているので， これを利用するこ

とができる。第13表がそれであるが，原資料は合計‘

と内訳が一致しない年があったりしてそれほど信

頼度の高いものではない。また各年の Economic

Survey of Burmaに発表された数字とも若干食い

違うがその理由は不明である(1.t24)。年々の開発投

・資拠出金の納入額は表の第 3欄のとおりである

が，これにはSAMBの納入分のほかに民需庁 (Civil

Supplies Management Board ; CSE)の納入した額が

含まれている。他の資料によって， 1953-54年の

SAMBの納入額が 1億チャットであったこと，

および 1956-57年および1958-59年の拠出金が全額

SAMBの納入したものであったことがたしかめら

20 

れたが， そのほかは不明である。 しかし 1954-55

年のSAMBの納入額も前年詞様 1億チャットであ

ったと考えて奴し支さないように思う。また1957-

58年および1959-60年の拠出金も一応ここでは SA

MBの納めたものと考えておこう。

SAMBの財政への貞献粕とその規模—以上に

紹介したデータとわれわれの大づかみな推計を総

合して， 1953-54年から 1959-60年にいたる 7カ年

閻におけるSAMBの国家財政への貢献額とそれの

規模 (GDPおよび政府一般会計総収入に対する比率）

を示せば第14表のとおりである。 これは前掲第12

表を補正したもので， 既出第 9表のレーヴィンの

計卿 (1947-48~1952-53年）の 1950年代末までの延

長を企図したものである。

復興拠出金に/;廿発投資拠出金と所得税を加孵し

た全体としてのSAMBの国家財政への貢献額（表

の第4欄の金額）は， SAMBの収益状況が悪化しは

じめた1953-54年および 1954-55年にはむしろます

ます増加する煩向をみせていた。すなわち1952-53

年の 3.4億チ ャッ トに対して 1953-54年には 4.5億

チャット， 1954-55年には 5.1億チャット強に培加

した。 SAMBのこの貢献額のGNPに対する比率は

1952-53年に 7.6%であったのが，1953-54年には

9.9%（ただしGDP対する比率）に， 1954..:.55年には



第 14表 SAMBの国家財政 への貢献, (195:j-54~ 1959-60年）

（単位： 100万チャット）

1
.
1
 勾

I (1) | （2) 
次 i : |｝甘発投賓
：復興拠出金拠出 金

1953-54 ! 35:l i 100 
1954-55 | 364 : l(）（） 

＇ 1955-56 ' 53 
1956--57 i l5(） , 1(）（） 
1957-58 i JOO ' 100 
1958--59 

， 
: 55 1 (） 

1959-6(） : 125 2(） 
l955-56~59-60 [ 48,l':.!:10 

(:J) 合（4) 計 ＇

所得税 (SAMBの財
政への貞献額）・・・ ・・・---・・・ 

-— | 453 
50 I 514 

50 ! 103 
50 I :100 
50 ! 250 
50 ! 115 
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10.7％に翡まり （表第 7 欄） ， •一 般会計に対する比

率（表第 8欄）も1952-53年の44.5%に対して1953

-54年には50%,1954-55年には46％となっていた。

これらは， SAMBに対 して過去の町・貞利益を氏い

つぶ し ての財政献金が 8 カ年；； I•Il·!i i遂行の人義名分

の下に強炭されていたことを小す も0)である。

1955-56年以後の 5カ年においては SAMBの財

政への真献額は平均年雑'i2似チャット以下に格ち

てしまったもの とみられる。これはSAMBの過上・.

の裕積利益が料掲し， 他方収益状況が しだいに悲

化していた事＇t討を反映するものであろ う。それで

も祈4カ年，汁画が実施された 1956-57年， 1957-58

年のIIhi年度の額は比較的大きかった。 この 5カ年

を通卵して， SAMBはGDPの3.5％に+1|＿ヽ1,1する金

額をいろいろな形で11、l家財政に納人したが， こ」し
は一般会計総収人の 17％ほどにあたる。1950年代

後半におけるSAMBの国家財政への順Kの規校は

1953-54~1954-55年の 2カ年と比較してはもちろ

んの こと， レーヴィンの叶狩した 1940年代末から

1950年代初めにかけての 6カ針．：．間の規校 (GNPの

5.6%，一般会計収人の4(）％)と比較して もかなり縮小

したといわざるをえない。ことに 195'.1-54~1954-

55年期と比較する と， GDPに対する比率において

も一般会計収入に対する比率においても 3分の 1

に低下してしまっている。

（注18) Il1村茂，「ビルマ金融の特質」， アジア経済研

究所， 調査研究報告双渇第25批，黒軌英雄紺， 『ビルマ

の金／剖渇¥>ti'.i』，昭和37年1,J,87~9(）ページ。

(tl:19) 195l 4ドに SAMBに所得税を課し その分だけ

役駁！拠出金を城額する法祁が制定されたが実施されなか

った (Levin,op. cit., pp. 234~236)。所得税埒入の年度

は祇者の視地調低（1%0年）に際しての大蔵省での聞き

収りに よる。

(/1'20) Levin, op. cit.,. p. 236. 

(/:l:21) Ibid., pp. 205~261. 

C/:l'.22) Ibid., p. 239. 

(/,1:2,l) Second Four-Year Plan (A Draft Outline), 

p. 43によると， ・1959・・60年の修JE予算および1960-61年

のl)it-f’7窮における政府企業の所得税納入額はいずれも 1

飴 2100万チャ y I・であった。ちなみに所得税の総額は

1959-6(）年2億2800万チャット， 1960-61年は 2億3500万

チャット Cl

信:24) ウォリンス キーは第13表と同 じ期間について

Economic Survey of Burma各年板に発表さ れた数字を

土台にしてオ年Iの補JEを加えた開発財源表を発表してい

る (LouisJ. Walinsky, Economic Developme汎tinBu-

rma, 1951-1960, The Twentieth Century Fund, New・ 

York, 1962, p. 417.）。

v 結 び

われわれはまず最初に「輸出経済」の意味を検

討し， 進んで輸出経済としてのビルマの米穀経済

の特徴と問題点を戦前の状態にHllして朋 らかに し

た。つぎに， このような米穀経済に1凪立股産物販

売庁 (SAMB)が登場するにいたったいきさつを述
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ベ， 独立政府がそれに課 した使命に論及 した。 ゎ

れわれはさらに進んで，独立後の15カ年!,':USAMB

がその使命をはたすためにいかなる活動を行な っ

てきたかを 乏しいデータの許す範lltlでフォ ローし

てきた。 こ こでわれわれにはなお•一つの,fi要な仕

事が残されている。それは， SAMBの上出活動＇火

鎖の， それの使命に照ら し合わせての， I I‘I;• （曲 であ

る。いいかえれば，SAMBの過去15カ年間の泊動

がそれに課された三璽の 1_＿1的0)迩成にいかほど成

功したかの吟味である。しか しSAMBの全1hiflり拌

価を企てるに してはわれわれの研究はまだまl：シ（く

十分なので， 一応氣付いた、県を，＇じきとめて糾び と

したい。

イギ リス統治下から引き継いだSAMBに対して

独立新政府の課 した1-=1的は， （1)米穀流通機柚のビ

ルマ化・ 社会化，（2)政府財政入の確似，お よび(3)

脳民所得および全体としての1!1民経済の安定化，

であった。 また， これらの目的はいずれも，1自接

的にせよ， l蜀接的にせ よ，輸出経済の弊唐である

「不適正な所得配分」 および 「経済の不安定性な

いし脆弱性」の是正または解消をそのねらいとす

るものでもあった。

第 1に，SAMBは米穀流通槻構のビルマ化・社

会化にどれほ ど成功したであろうか。 この問題は

流通分野別に考えなければならない。まず，戦前

にヨーロ 、ノパ系， 部分的にはインド系の祁社に握

られていた輸出の分野では， 若干の民間輸出はな

お存在するものの， ほとんど完全に ビルマ化に成

功したとみて よい。 輸出用籾の集紺の分野はこ れ

についで ビルマ化が進んでおり， 1956年当時旧機

構を通ずる楳荷は 全,,愉出J11籾艇紺凪0)4割に減じ

ていた。しかしその後旧機構による集荷はふたた

び増加しているので ビルマ化は成功したとはいい

がたい。ことに｝醤業協同組合を通ずる集術 (SAMB
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りさ荷 とならぷ社会化O)·· •製である）は＇必全に失敗して

いる。翰出米0)粕1、1段li;『はほとんどビルマ化の進

んでいない分野である。 また国内消費米の全流通

段階はまった<||• I 米のまよである 。総じて， S.AMB

を拠、1はとする米投流通機構0_)ビルマ化 ・社会化は

愉出段l行を除いては成功したとはいいがたいよう

である。

つぎに， 政）付財政収人の",(1:｛呆という第 2の1.1 ilf、J

に関 しては， —-•兄ほ と んど追令な成功を収めたか

にみえる。 I・I4内米f1lliを1t堺 米hlliから＇必全に遮断し，

かつ米帷出をはとんど‘；じ令に独占することによっ

て，戦前にいず;/しも外11、1系愉出1洲， 集ぶi.粕木菜

行， 地上などに帰屈 していた利益0)大 1,9,；1;)｝を政）（＇、 ［

収入として取り仄すことができたからである。 ・J f 

火， 1950年代後半の米{1lli低浴期にはいってからの

＇」が「iりは別として， SAMBの国家財政へのii献 雑'iは

ばく大なものであった。 しかしながら，ここでj)

れわれがSAMBo)火糾を評価するために1,''.Jわなけ

ればならないことは， （l)SAMBははたして政l{JO)

期待したほどの財政への 貞献をなしたかどうか，

および(2)SAMBははた してその火禎以上の貞献を

な しえなかったかどうか，の 2、県である。 第 1(/） 

J県に 1久．j し ては紺名 な 8 カ什這I• Ilh i が資金 (Iり 行 き 訓i j: 

りから完全に崩壊 しよったことからもわかるよう

に政）付の期枯に；といえなかった。 しかしこオしは期

符が過大であったことにもよるし， ・出た1953年を

転期とする世界米(dliの低ドというやむをえざる則

山にもよるので， SAMBにとっての致命的な失此

とはならない。 I1,-'d}出は第 2の、点である。 これに1久l

しては以下のようにいくつかの疑問を提出するこ

とができる。

(1) SAMBの糾織およ び組絨連呂のまずさのた

め・",1然あぐべき利益の多くを失ってきたのではな

いか。こAしはウォリンスキ ー (LouisWalinsky)が



その最近の若，；!i'(EconomicDevelopment in Burma, 

1.951--1.960, New York, 1%2) で繰り返し強，J,!iJした

ことである。

(2) 低米価政策は財政収人をあげるために必以

ィ<nJ欠0)式沿であるが， あまりにも安易にこれに

頻りすぎて；農業対策をおこたり， そのためかえ っ

て財政収人の{ljlびを抑える ことはなかったか。 極

端な低米{rlliはJ災民の'I:）崖，意欲に：邸；！猜舟を与え， ま

た）謀業改善；への投資の源泉を｛¢ぅ糾呆となる。政

府の股業l}il発のための投資は少なく， また）没民へ

の低利資金の供給にはみるべぎものがなかった。

(3) SAMBo)籾および米の貿い上げ価格が経済

閲測 を無視して，地域別，時期別， 11II'虞別の！I皮沿

をほ とんどつけなかったか 較菜が不適正であっ た

ために， 相当の無駄と損失が生じているのではな

いか。 地域別較淡がイ辻釦lー：であれば奥地での籾や

米の提供が'1:=.i;信期に集巾しlt}蔵費がかさむ。のみ

ならず貯蔵能力が不十分であれば品質の悪化を招

く。 l'砧質較沿が乏しければ，l＂＼質 1行］1：への意欲がそ

こなわれる。

股後の間起にはいろう。 SAMBははたして）農此

所得および全体としての 国民経済の安定化に貢献

したであろ うか。 まず米作農民の所得に関するか

ぎり ， それはほ とん ど完全に安定化に成功した と

いうる。 しかしそれのも たらしたものは非常な低

水幽の安定， しかも その間生活費が｝／i-ドでもかさ

んだとすればジ リ貧の安定であった。これは必ず

しも五葉のまったき意味での安定化ではないであ

ろう。つぎに， 国民経済の安定化という目的は二

つの コースを通 じて達成し ようと した。 すなわち，

（イ）米輸出好，•il,1il時の愉出利益の一tillを裕積し て 米輸

出1＜調時に支出すること， および（口）1<安定のそも

そもの原囚である輸出経済その ものを修正するこ

と，すなわち，；此業の多角化や-L業化を図ること，

である。 よず第 1のコースについていえば，米輸

出が好調］で 附発計画の実廊がまだ本格化しなかっ

た1952-53年までの時期にSAMBが相当な利益を

裕積し， これを米愉出が賑わなくたり， しかも開

発計画の実施が本格的となったその後の時期には

き出 したのであるから， この、＇はに19，lするかぎり

SAMBの活動は長期的な安定効果を持った といわ

なければならない。 しかしながら，米愉出変動の

波はSAMBの利益金をもって操作するには余りに

も大きくかつ趨勢的なものであった。他方政府に

よる財政への献金の強要は必ずしも同民経済の安

定を考慮したものではなかった。第 2のコースが

SAMBの財政へのばく大な貢献にもかかわらず，

開発計画そのものが挫折したために 成功 しなかっ

たことはいうまでもない。

（アジア経済研究所調廃研究部第 3調奔宕艮）
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